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2006 年 6 月、11 月、2007 年 6 月 アジア 1 位 (3 回連続) 

2006 年 6 月、11 月、2007 年 6 月、11 月 日本 1 位 (4 回連続) 
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2010 年 11 月 Top500 世界 4 位(日本 1 位)/2011 年 6 月、11 月世界 5 位(日本 2 位) 
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2013 年 11 月 17 日    The Green Graph 500 世界一位 2013 年 11 月ランキング 
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2014 年 6 月 The Green 500 世界一位 2014 年 6 月ランキング 
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2017 年 6 月 The Green 500 世界一位 2017 年 6 月ランキング 

 

京コンピュータ 

2014 年 6 月   The Graph 500 世界一位 2014 年 6 月ランキング 
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キング(6 回連続) 
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